
ＪＡＴＡ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
に
訪
中
団

日
中
観
光
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
も
主
催

訪
日
客
向
け
商
品
を
拡
充

山
陽
新
幹
線
全
線
開
業

周
年
で
Ｊ　Ｒ　西

カ
シ
オ
ペ
ア
で
年
末
年
始

Ｊ
Ｒ
東
　

び
ゅ
う
か
ら
商
品
発
売

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
は
沖
縄
で

温
暖
な
気
候
と
環
境
の
良
さ

９月

総
取
扱
額
は
．
％
増
加

国
内
旅
行
は
．
％
増
に

人気の行き先　沖縄がトップ
卒業旅行は複数回

ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
調
査

「
る
る
ト
ラ
」ク
ー
ポ
ン

コ
ス
ト
コ
で
販
売

終
着
駅
を
訪
ね
る
旅

朝
日
旅
行

セ
ン
ト
レ
ア
開
港


周
年
記
念
商
品

Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
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日
中
観
光
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子

　
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月

日
、

～

歳
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
会
員
を
対
象
に
実
施
し
た
「
卒
業
旅
行
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。
卒

業
旅
行
に
は
複
数
回
行
く
人
が
多
く
、
行
き
先
は
国
内

が
沖
縄
、
海
外
は
フ
ラ
ン
ス
が
人
気
だ
っ
た
。

　
ｉ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

月


日
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
首
都
圏
の

３
店
舗
で
、
国
内
宿
泊
予
約

サ
イ
ト「
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
」

で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
売
し
た
。

　
コ
ス
ト
コ
の
多
摩
境
倉
庫

店（
東
京
都
町
田
市
）、幕
張

倉
庫
店（
千
葉
県
千
葉
市
）、

座
間
倉
庫
店（
神
奈
川
県
座

間
市
）で
、８
千
円
ク
ー
ポ
ン

券
を
３
９
８
０
円
、
２
万
円

ク
ー
ポ
ン
券
を
１
万
４
９
８

０
円
で
販
売
す
る
。

　
販
売
期
間
は
来
年
５
月


日
ま
で
で
、
利
用
期
間
も
同

じ
。

　
朝
日
旅
行
は

日
、
Ｊ
Ｒ

や
私
鉄
の
終
着
駅
を
訪
ね
る

旅
行
商
品
を
発
売
し
た
。

　
全
８
回
シ
リ
ー
ズ
。
第
１

回
と
な
る
「
青
森
の
冬
　
津

軽
か
ら
下
北
・
八
甲
田
３
日

間
」
は
来
年
１
月

日
、
新

大
阪
出
発
。
津
軽
海
峡
の
冬

景
色
や
下
北
半
島
の
寒
立

馬
、
白
銀
の
八
甲
田
山
麓
な

ど
冬
な
ら
で
は
の
風
物
詩

と
、
東
北
の
自
然
が
育
ん
だ

ホ
タ
テ
や
タ
ラ
な
ど
の
味
覚

を
楽
し
め
る
。

　
第
２
回
で
は
北
海
道
最
北

端
の
駅
と
流
氷
ノ
ロ
ッ
コ
列

車
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
は
、
中
部
国

際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
開
港


周
年
を
記
念
し
た
特
別
企
画

の
旅
行
商
品
を
販
売
し
て
い

る
。
「

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
数
々
の
特
典
を
用
意
し
、

北
海
道
、
東
北
、
山
陽
、
四

国
、
九
州
、
沖
縄
の
６
方
面

で
展
開
す
る
。

　

周
年
記
念
特
典
と
し

て
、

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

に
は
大
人
１
人
千
円
を
、
旅

行
出
発
時
に
満

歳
の
子
ど

も
に
は
１
万
円
を
旅
行
代
金

か
ら
割
り
引
く
。
セ
ン
ト
レ

ア
開
港
日
の
２
月

日
発
着

と
各
月

日
出
発
は
ス
ペ
シ

ャ
ル
デ
ー
と
し
て
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
旅
行
代
金
や
特
典

を
設
け
て
い
る
。

　
設
定
期
間
は

月
８
日
～

来
年
３
月

日
発
。
商
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
は
「
白
い
北
海

道
い
い
と
こ
ど
り
彩
り


景
」
や
「
歴
史
探
訪
　
九
州

名
城
・
城
址

城
め
ぐ
り
と

別
府
・
阿
蘇
」
「
Ａ
Ｎ
Ａ
で

行
く
宮
古
・
八
重
山

島
・

美
景
め
ぐ
り
」
な
ど
。

　
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
は


月

日
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

を
対
象
に
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
最

新
動
向
発
表
会
を
都
内
で
開

催
し
た
＝
写
真
。
国
内
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
の
人
気
の
都
道
府

県
は
沖
縄
県
が
ト
ッ
プ
（
２

０
１
３
年
度
調
査
）
。
温
暖

な
気
候
と
環
境
が
良
い
こ
と

で
選
ば
れ
て
い
る
。

　
２
位
は
北
海
道
で
、
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
向
け
の
施
設
が
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
風

光
明
媚
な
名
所
、
旧
跡
、
史

跡
が
あ
る
と
し
て
、
京
都
が

３
位
。
こ
の
ト
ッ
プ
３
は


年
度
か
ら

年
度
ま
で
変
わ

っ
て
い
な
い
。

　
１
、
２
週
間
滞
在
で
き
る

施
設
は
沖
縄
、
北
海
道
を
除

け
ば
日
本
に
は
ま
だ
少
な

い
。
「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
向
け

施
設
の
拡
充
が
国
内
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
が
増
え
て
い
く
絶
対

条
件
の
一
つ
」
と
同
財
団
。

　
海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
人

気
国
は
１
位
マ
レ
ー
シ
ア
、

２
位
タ
イ
、
３
位
ハ
ワ
イ
。

ト
レ
ン
ド
は
暑
さ
、
寒
さ
を

避
け
健
康
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
転
地
療
養
タ
イ
プ
や
、
子

ど
も
は
留
学
、
親
は
ロ
ン
グ

ス
テ
イ
と
い
う
組
み
合
わ

せ
、
な
ど
。

　
将
来
的
に
同
財
団
で
は
、

国
内
、海
外
だ
け
で
な
く
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
も
加
え
た「
ト

リ
プ
ル
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
」を

目
指
し
て
い
る
。異
文
化
交

流
に
よ
り
日
本
の
国
際
化
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、国
内
・

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
を
通
し
て
国
内
の
地
域
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
く
。

　
ト
リ
プ
ル
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、

海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
で
は
若

年
層
の
新
規
開
拓
、
国
内
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
で
は
国
内
長
期

滞
在
専
門
施
設
の
調
査
と
新

規
需
要
の
喚
起
の
た
め
の
仕

組
み
作
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
で
は
長
期
滞

在
ビ
ザ
の
緩
和
と
イ
ン
フ
ラ

環
境
の
整
備
な
ど
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

月

日

か
ら
１
月
１
日
に
か
け
て
運

転
す
る
団
体
臨
時
列
車
「
カ

シ
オ
ペ
ア
」
を
利
用
し
て
青

森
、
岩
手
を
訪
れ
る
び
ゅ
う

旅
行
商
品
を
発
売
す
る
。

「
カ
シ
オ
ペ
ア
車
中
で
の
年

越
し
な
ど
、
い
つ
も
と
ひ
と

味
違
う
年
末
年
始
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
」
と
同
社
。

　

月

日
か
ら
の
２
泊
３

日
の
行
程
で
、
カ
シ
オ
ペ
ア

で
１
泊
す
る
。
青
森
、
岩
手

の
２
コ
ー
ス
を
設
定
。
募
集

人
員
は

人
で
、
旅
行
代
金

は
上
野
駅
発
着
大
人
１
人
、

８
万
円
か
ら
を
予
定
し
て
い

る
。

　
青
森
コ
ー
ス
の
場
合
、
青

森
駅
下
車
後
、
貸
し
切
り
バ

ス
で
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
岩

木
山
神
社
を
訪
れ
る
。
そ
の

後
、
日
本
海
に
向
か
い
、
１

日
は
黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉

か
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
山

海
荘
に
宿
泊
。
翌
日
は
人
気

の
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
に
乗

車
し
、
東
北
新
幹
線
Ｅ
５
系

で
上
野
に
向
か
う
。

　
岩
手
コ
ー
ス
は
つ
な
ぎ
温

泉
で
の
元
旦
朝
風
呂
や
浄
土

ヶ
浜
の
観
光
、
平
泉
・
中
尊

寺
で
の
初
詣
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
来
春
の

山
陽
新
幹
線
全
線
開
業

周

年
を
契
機
に
訪
日
外
国
人
向

け
の
山
陽
新
幹
線
利
用
商
品

を
拡
充
。
来
年
３
月
１
日
か

ら
山
陽
新
幹
線
利
用
商
品
と

し
て
、
「
山
陽
・
山
陰
エ
リ

ア
パ
ス
」
「
関
西
・
広
島
エ

リ
ア
パ
ス
」
「
広
島
・
山
口

エ
リ
ア
パ
ス
」
を
新
規
に
設

定
す
る
。

　
山
陽
・
山
陰
エ
リ
ア
パ
ス

は
、
関
西
の
広
域
エ
リ
ア
に

加
え
、
山
陽
・
山
陰
エ
リ
ア

と
智
頭
急
行
線
と
高
松
が
７

日
間
乗
り
放
題
と
な
る
。

　
山
陽
・
山
陰
エ
リ
ア
に
は
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
利
用
が

多
い
こ
と
か
ら
有
効
期
間
を

７
日
間
と
し
、
山
陽
新
幹
線

と
近
畿
、
中
国
５
県
と
広
範

囲
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
価
格
は
日
本
国
外
購
入

が
１
万
９
千
円
、
日
本
国
内

購
入
が
２
万
円
。
こ
ど
も
は

半
額
（
６
～

歳
の
児
童
に

適
用
）
。

　
関
西
・
広
島
エ
リ
ア
パ
ス

で
は
、
関
西
の
広
域
エ
リ
ア

に
加
え
、
広
島
や
岡
山
、
高

松
が
５
日
間
乗
り
放
題
と
な

る
。
価
格
は
日
本
国
外
購
入

が
１
万
３
千
円
、
日
本
国
内

購
入
が
１
万
４
千
円
。
こ
ど

も
は
半
額
。

　
広
島
・
山
口
エ
リ
ア
パ
ス

は
、
福
岡
空
港
か
ら
入
る
利

用
者
向
け
で
、
世
界
遺
産
の

あ
る
広
島
、
宮
島
ま
で
足
を

伸
ば
せ
る
商
品
。
博
多

三

原
駅
間
の
新
幹
線
と
広
島
、

山
口
が
５
日
間
乗
り
放
題
と

な
る
。
価
格
は
日
本
国
外
購

入
が
１
万
１
千
円
、
日
本
国

内
購
入
が
１
万
２
千
円
。
こ

ど
も
は
半
額
。

　
関
西
エ
リ
ア
の
「
関
西
ワ

イ
ド
エ
リ
ア
パ
ス
」
と
「
関

西
エ
リ
ア
パ
ス
」
は
、
利
用

可
能
エ
リ
ア
を
拡
大
し
価
格

も
見
直
し
た
。
台
湾
や
香
港

か
ら
の
利
用
が
多
く
、
「
忍

者
」
が
人
気
で
あ
る
た
め
、

伊
賀
上
野
や
甲
賀
ま
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
同
社
で
は
昨
年
度
、
訪
日

旅
行
商
品
に
約

万
人
の
利

用
が
あ
り
、
今
年
度
は

万

人
半
ば
を
見
込
ん
で
い
る
。

「
中
期
経
営
計
画
２
０
１

７
」
で
は
利
用
者
数
の
目
標

を

万
人
と
し
て
い
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、
田
川
博
己
会
長
）
は


月

～

日
、
中
国
・
上

海
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ

（
中
国
国
際
旅
遊
交
易
会
）

に
観
光
庁
と
連
携
し
て
訪
中

団
を
派
遣
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ

の
主
要
行
事
に
参
加
し
、


日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
主
催
の
日

中
観
光
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
い
た
。

　
中
国
代
表
団
が
「
ツ
ー
リ

ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」

会
期
中
の
９
月

日
に
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
三
役
を
表

敬
訪
問
。
日
本

人
観
光
客
の
復

活
へ
の
期
待

と
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ

へ
の
参
加
の
歓

迎
を
表
明
し
た

こ
と
か
ら
、
そ

れ
に
こ
た
え
る

形
で
今
回
の
訪

中
と
な
っ
た
。

　
訪
中
団
は
田

川
会
長
を
団
長

に
、
菊
間
潤
吾
副
会
長
、
丸

尾
和
明
副
会
長
ら
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

役
員
、海
外
旅
行
推
進
委
員
、

訪
日
旅
行
推
進
委
員
、
中
連

協
役
員
な
ど

人
。

　
日
中
観
光
交
流
パ
ー
テ
ィ

ー
は
中
国
か
ら

人
を
招
待

し
、上
海
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
田
川
会

長
は
「
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
を
見
て
、

新
し
い
中
国
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
意
欲
を
感
じ
た
。
私
た
ち

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
の
テ
ー
マ
も
『
新
し

い
旅
が
始
ま
る
』
だ
っ
た
。

ま
さ
に
『
新
し
い
中
国
』

『
新
し
い
日
本
』
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
ど
う
作
り
、
見
せ
て

い
く
か
が
、日
本
か
ら
中
国
、

中
国
か
ら
日
本
、
双
方
と
も

に
必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
来
賓
の
中
国
側
か
ら
は
上

海
市
旅
遊
行
業
協
会
の
朱
承

蓉
常
務
副
会
長
が
「

年
前

の
中
国
は
日
本
人
観
光
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
今
は

不
調
。
復
活
に
期
待
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
観
光
庁
の
久
保
成
人
長
官

は
「
太
田
国
土
交
通
大
臣
と

中
国
国
家
旅
遊
局
の
卲
前
局

長
が
６
月
に
会
談
し
、
日
中

の
観
光
交
流
を
再
開
す
る
道

筋
は
つ
け
ら
れ
た
。
相
互
交

流
の
強
化
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　
中
国
側
の
参
加
者
か
ら
は

今
後
も
継
続
的
に
情
報
交
換

の
場
を
設
置
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

　
観
光
庁
が

月

日
に
発

表
し
た
９
月
の
主
要
旅
行
業


社
の
取
り
扱
い
状
況
（
速

報
）
は
、
総
取

扱
額
が
５
７
０

４
億
５
１
０
８

万
円
で
前
年
同

月
比
３
・
２
％

増
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
２
・

０
％
増
の
３
４
８
６
億
５
８

４
５
万
円
、
海
外
旅
行
が
４

・
１
％
増
の
２
１
２
９
億
８

７
６
３
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
４
％
増
の

億
５
０

０
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
前
年

同
月
比
で
は
増
加
し
た
が
、

台
風
な
ど
の
相
次
ぐ
天
候
不

順
に
よ
り
、
直
前
の
申
し
込

み
が
伸
び
悩
ん
だ
。
海
外
旅

行
も
増
加
し
た
が
、
８
月
か

ら
引
き
続
き
台
風
な
ど
の
フ

ラ
イ
ト
へ
の
影
響
に
対
す
る

懸
念
か
ら
、
申
し
込
み
が
伸

び
悩
ん
だ
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は
取
り
扱

い

社
中

社
、
海
外
旅
行

は

社
中

社
、
外
国
人
旅

行
は

社
中

社
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
月
比
０
・

５
％
増
の
１
５
５
６
億
４
７

５
８
万
円
。
内
訳
は
国
内
旅

行
が
０
・
６
％
増
の
８
４
１

億
３
５
３
０
万
円
、
海
外
旅

行
が
０
・
３
％
増
の
７
１
１

億
１
５
５
１
万
円
、
外
国
人

旅
行
が

・
９
％
増
の
３
億

９
６
７
８
万
円
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
、
前

年
同
月
比
２
・

６
％
減
の
３
３

４
万
４
１
３
４

人
、
国
内
旅
行

は
２
・
３
％
減

の
２
９
６
万
８
０
９
９
人
、

海
外
旅
行
は
７
・
８
％
減
の


万
１
６
１
４
人
、
外
国
人

旅
行
は

・
１
％
増
の
２
万

４
４
２
１
人
だ
っ
た
。

　
「
卒
業
旅
行
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
」
、
ま
た
は
「
行

く
予
定
が
あ
る
」
と
い
う
人

は

・
１
％
。
卒
業
旅
行
に

行
く
回
数
は
「
２
回
」
が


・
８
％
、「
３
回
」
が

・
９

％
、「
４
回
以
上
」
が

・
２

％
で
、
複
数
回
行
く
人
が
６

割
以
上
を
占
め
る
。「
１
回
」

は

・
０
％
だ
っ
た
。

　
行
く
人
数
は「
５
人
以
上
」

が

・
４
％
と
最
も
多
く
、

「
４
人
」
が

・
５
％
で
、

４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
５

割
以
上
。
「
１
人
」
が
６
・

４
％
、
「
２
人
」
が

・
２

％
、
「
３
人
」
が

・
５
％

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
時
期
は
「
冬
」
が

・
８

％
、「
春
」が

・
０
％
で
、

冬
か
ら
春
に
か
け
て
い
く
人

が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
就
職
活
動
が
落
ち

着
い
て
か
ら
、
ま
た
は
卒
業

論
文
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
く

と
い
う
意
見
が
多
い
。「
夏
」

は
３
・
３
％
、
「
冬
」
は
３

・
８
％
と
少
数
派
だ
。

　
旅
行
先
の
人
気
は
、
国
内

は
「
沖
縄
」
に
続
い
て
、
テ

ー
マ
パ
ー
ク
の
あ
る「
千
葉
」

「
大
阪
」が
２
、３
位
に
。
海

外
は
「
フ
ラ
ン
ス
」
「
イ
タ

リ
ア
」
「
ア
メ
リ
カ
」
が
ト

ッ
プ
３
に
挙
が
っ
て
い
る
。

　
旅
行
予
算
は
「
５
万
円
未

満
」
が

・
７
％
、
「
５
万

円
以
上

万
円
未
満
」
が


・
４
％
と
、
約
半
数
が

万

円
未
満
。
費
用
は
ア
ル
バ
イ

ト
や
貯
金
で
工
面
す
る
人
が

多
か
っ
た
。

　
卒
業
旅
行
に
行
か
な
か
っ

た
理
由
、行
か
な
い
理
由
は
、

「
行
く
時
間
が
な
か
っ
た
」

が

・
９
％
と
最
も
多
く
、

「
同
行
者
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
合
わ
な
か
っ
た
」

・
６

％
と
合
わ
せ
て
、
約
半
数
が

時
間
を
理
由
と
し
て
い
た
。

２
番
目
が
「
特
に
行
き
た
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

・

９
％
、
３
番
目
が
「
経
済
的

理
由
」

・
５
％
と
な
っ
て

い
る
。


